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1. はじめに
　2011年以降、オープンサイエンスや研究公正の観
点から、世界中の研究助成機関が研究者に対して研究
データの管理・公開に向けた計画書であるデータマネ
ジメントプラン（DMP）の提出を求めている（1）。さらに、
2016年よりMachine-actionable DMPs （maDMPs）と
いうコンセプトが登場し、DMPを研究データの管理・
公開を担うシステムで活用するという取り組みが進
められている。リポジトリや研究データ管理システ
ムの運用を担うライブラリアンにとって、DMPは研
究データの円滑な管理・公開を行う重要な情報源とな
り得る。そこで本稿では、maDMPsの概要を説明する
と共に、その意義や動向について紹介する。

2. DMPが求められる背景
　研究データが適切に公開されるためには、研究デー
タの生成から公開に至るまでの「データライフサイク
ル」を適切に把握することが重要である。例えばライ
ブラリアンが機関リポジトリに研究データを集約し
ようとするならば、自機関の中で公開すべきデータが
あるかどうかを把握する必要がある。そして、研究デー
タを登録・公開する場合、そのデータを公開してもよ
いか、あるいは個人情報などのセンシティブな情報が
入っていないかを確認する必要がある。このように、
一口に研究データを公開するといっても様々なタス
クが発生し、その解決にはデータライフサイクル全体
を見なければならない。
　そこで、DMPがデータライフサイクルを支える存
在として注目されている。DMP とは、「研究中なら
びに研究終了後の両方でいかに研究データが取り扱
われるかを概説した公的なドキュメント」である（2）。
DMPには、研究の過程で生み出されるデータのうち、
何を公開して何を秘匿するか、データにセンシティ
ブな情報が含まれるか否か、もし含まれるなら、どの
ような対策をとるのか、公開に向けてどのような取り
組みを行うのかといった事項を一般的には明記する。
このような情報は、研究助成機関のマネジメントや学
術組織のコンプライアンスのためだけでなく、ライブ
ラリアンが円滑に研究データを公開する上で発生す

る様々なタスクを解決するための情報源となり得る。
　DMP は、米国では2003年に米国国立衛生研究所

（NIH）が研究データ共有の計画として求めたのを契
機として広まり、2011年に全米科学技術財団（NSF）
が提出を義務化するようになり浸透した（3）。欧州では
2017年に、オープンサイエンスを志向した科学技術政
策であるHorizon2020において、研究助成を受けた研
究プロジェクトの一部は FAIR 原則に沿ったデータ
公開の取り組みに関するDMPの提出が義務付けられ
るようになった（4）。
　現在では国際的に、研究者が助成申請する際に
DMPを要求されることが浸透しつつある。国内にお
いても、科学技術振興機構（JST）をはじめとして主要
な研究助成機関が採択プロジェクトの一部に対して
DMP の提出を義務付けている（5）。さらに、2020年度
からは日本学術振興会（JSPS）が科学研究費助成事業
の一部においてDMPの提出を応募の要件とする予定
である（6）。
　DMP を研究者が記述し、学術組織がこれを支援
することは研究推進の観点からもコンプライアン
ス対応としても重要である。そこで DMPtool（7）や
DMPonline（8）、両サービスのコードベースを統合し
たオープンソースソフトウェア開発プロジェクトの
DMProadmap（9）など、DMP作成を支援するツール開
発の取り組みが進められてきた。
　しかし、データライフサイクルの様々なワークフロー
においてDMPを情報源として活用するという方向性
での取り組みは、豪州などで実用化の例は見られるも
のの国際的な標準規格や技術が確立されておらず、検
討が進められている。その一つとして現在、研究デー
タ同盟（RDA；CA1875参照）を中心として活発に議論
され、実現に向けて取り組みが行われているコンセプ
トにmaDMPsがある。

3. maDMPsの定義と原則
　maDMPs とは、研究データ管理を支援する機械ま
たはソフトウェアが計画に沿って適切にプログラム
および動作するように記述されたDMPである。2016
年9月 に 開催 さ れ た RDA 第8回年次大会 の Active 
Data Management Plans IGのセッションにて、ウィー
ン工科大学（オーストリア）のミクサ（Tomasz Miksa）
氏らによって提唱された。その後、翌年にホワイトペー
パーが発行され、そのコンセプトが明文化された（10）。
　maDMPsにおける“machine-actionable”とは、機械
可読性（Machine-readable）と類似した概念ではある
が、求められる要件はより広く、高度である。社会科
学、行動科学、経済科学のデータを記述するための国
際規格の作成に取り組むデータドキュメンテーショ＊国立情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター
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ン・イニシアティブ（DDI）のウェブサイトによれば、
machine-actionable は、「機械またはコンピューター
がその構造に従ってプログラミングされることがで
きるように一貫性のある方法で構造化された情報」と
定義されている（11）。つまり、機械が情報を読み取れる
だけでなく、その意味と構造を解釈して自動的に動作
することを求めている。maDMPsは単なるメタデー
タフォーマットの範疇を超えたコンセプトである。
　それでは、maDMPs を実現するには具体的にどの
ようなシステムの開発や導入が必要なのであろうか。
ミクサ氏らが2019年に出版した「maDMPs のための
10原則」によれば、maDMPsを実現する上で重要な原
則として次の10項目を挙げている（12）。

（1）  研究データのエコシステムに関わるすべての利
害関係者のワークフローにDMPを組み入れる

（2）  自動化されたシステムが利害関係者に代わって
機能することを可能にする

（3）  人々のためだけではなく、機械のために（も）ポ
リシーを作る

（4）  （機械と人間の両方に向けて）データ管理のエコ
システムを構成する要素を記述する

（5）  永続的識別子（PID）と統制語彙を使用する
（6）  maDMPsのための共通データモデルに従う
（7）  DMPを人と機械の両方で使用できるようにする
（8）  データ管理の評価とモニタリングを支援する
（9）  DMP を更新可能で、生きた、バージョン管理さ

れた文書とする
（10）  DMPを公開可能にする

　このように、maDMPsであるということは、研究デー
タを管理・公開する環境そのものを規定することなの
である。
　ミクサ氏らは、maDMPsを実現するには、以上の10
原則を必ずしも満たす必要はないとしている。しかし、
それぞれの原則同士は密接に関係している。研究デー
タを管理する際には、多様な研究ツールやシステムが
複雑に絡み合っていることが多い。そのような環境
下で machine-actionable であるには、DMP の構造に
従って動作するだけでなく、他のシステムと協調して、
研究者が定めたデータポリシーやプランと実態との
間に矛盾が起きないように動作することが求められる。
協調するシステム間が密に結合している状況では、一
部のシステムやツールが更新または入れ替えられる
度に環境の大幅な見直しが必要となり、DMPとの整
合性を保つための多大なメンテナンスコストが発生
する。そのため、DMP に基づく研究データ管理環境
を作り出すには、相互運用性（Interoperability）の確

保が重要である。一般的には、相互運用性の向上には、
システム間で共通に利用されるAPIが策定されるこ
とが重要である。maDMPsは、単なるメタデータの問
題に留まらず、相互運用性を実現するような永続的識
別子やAPIなどをいかに取り決め、広く共用されるよ
うにするかという問題まで及ぶコンセプトなのである。

4. maDMPsの実現によるアウトカム
　maDMPs の実現は、データライフサイクルを支え
る様々な関係者のタスクをシステムによって解決す
ることを可能にする。それでは、ライブラリアンなど
リポジトリの運用を担当する立場からは、どのような
アウトカムが期待できるであろうか。maDMPsのホ
ワイトペーパーでは、リポジトリに関係するアウトカ
ムとして、「リポジトリの推薦機能」や「研究データの
アーカイブまたは保全のプロセスの開始」を例示して
いる（13）。
　リポジトリの推薦機能とは、DMPを研究者が作成
する過程で、研究データの公開先として適したリポジ
トリをDMP作成支援システムが自動的に推薦するよ
うな機能である。研究データの公開先の決定にあたっ
ては、研究者の専門分野や、データの種類、または研
究助成機関からの要求を考慮する必要がある。これ
までは、研究者に対する啓発活動やコンサルティング、
または研究者コミュニティの慣習に依存しており、効
果は限定的であった。また、研究データの特性に応じ
た適切な公開先を選択するには、リポジトリ担当者に
よるDMPの理解やヒアリングが必要になり、多大な
負荷がかかる。maDMPsに対応したDMP作成支援シ
ステムは、作成の段階から研究データの特性を機械的
に把握できるため、入力に応じた研究データの公開先
のサジェストが可能になる。このように、要求に応じ
て研究者が利用可能なリポジトリをフィルタリング
し、適切なリポジトリの利用へ容易に誘導することが
できる。これは、研究者とリポジトリ担当者双方にとっ
ての負担軽減と公開データの増加につながるであろう。
　こうして作成された DMP は、研究終了後にデータ
をいかに公開・保全するかのポリシーを確認する情報
源となる。「研究データのアーカイブまたは保全のプ
ロセスの開始」のユースケースでは、こうした情報が
機械可読になっていることで、リポジトリが自動的に
DMP の中から登録すべきデータの存在を読み取り、
ライブラリアンに対してデータの保全・公開が必要で
あることを通知することができる。また、データにセ
ンシティブな情報が含まれているかも、DMP を確認
することで研究者に改めて質問する必要がなくなる。
このように、maDMPs によって多大なコミュニケー
ションコストがかかるようなタスクが自動化されるこ
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とで、各自は DMP の作成やデータ登録業務などに集
中することができるようになる。その結果として、研
究データの適切かつ網羅的な公開が促されるようにな
るだろう。

5. DMP Common Standard
　以上、maDMPs のコンセプトやアウトカムについ
て概説してきたが、ではこれを実現するために現在ど
のような取り組みが行われているだろうか。上述の通
り、データストレージやリポジトリ、研究管理システ
ムなど研究データ管理環境を構成する様々なシステ
ムは、それ単体ではmaDMPsを実現することはできず、
同じDMPを共有し、互いに関係する情報を交換して
相互に動作できなければ実現しているとはいえない。
　そのためには、maDMPs の10原則における第6原
則「maDMPsのための共通データモデル」と、それに
従ったAPIの策定にグローバルに取り組むことが必
要である。そこでRDAのワーキンググループとして 
DMP Common Standards WG（14）が発足し、maDMPs
のための共通データモデルの策定に取り組んだ。同
グループは、まずDMPのユースケースについて、様々

な利害関係者の視点から分析した（15）。その成果とし
て同グループは2019年12月に “RDA DMP Common 
Standard for Machine-actionable Data Management 
Plans” を 勧告 し た（16）。策定 さ れ た DMP Common 
Standardのデータモデルの概略を下図に示す（17）。同
規格では、研究データに関する様々な情報を束ねる実
体としてDMPが定義されており、研究プロジェクト
や研究助成事業を記述する部分、 機器調達や人材な
どのコストを記述する部分、研究データを記述する部
分などに分かれている。

　同データモデルは、JSON 形式で記述され、JSON 
Schema によるオントロジーも定義されている。つ
まり、実体の構造や関係性が明確に定義されており、
machine-actionable なデータモデルとなっている。
また、個々の実体の概念や属性は、DataCite（CA1849
参照）や、データカタログの標準規格である W3C-
DATなど、グローバルな規格との互換性を有してお
り、他の研究データに関する様々なメタデータ規格と
連携していけるように設計されている。

6. 実装事例
　DMP Common Standard が策定された後、現在進
行形でプロトタイプシステムの開発や、既存のDMP
作成支援ツールの同規格への準拠などが進められ
ている。例えば、ウィーン工科大学のオブラッサー

（Simon Oblasser）氏らは、DMP Common Standard
に準拠したDMP作成支援ツールとして DMap を開発
した（18）。 RDA でも、maDMPs の普及を活発化させ
るために、maDMPs の実装に関するコンペティショ
ンである「maDMP ハッカソン」を開催しており、多

くの人々が参加した（19）。さらに、DMP 作成支援ツー
ルのオープンソースソフトウェア開発プロジェクト
である DMProadmap では、リード開発機関である
米国のカリフォルニア電子図書館（CDL）を中心に、
maDMPsに準拠したAPIなどの機能を実装中である。
　他方で、これまでに述べた活動とは異なる文脈で、
maDMPs を部分的に実現している事例が既に存在
する。豪州の大学では、DMP を中心とした研究デー
タ管理システムの開発・導入が進められており、特に
クイーンズランド大学やシドニー工科大学などでは

図　DMP Common Standardのデータモデル
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DMPの内容に従って研究データ環境を整える仕組み
を実現している（20）。こうした独自にmaDMPsの実装
を行っている事例も、maDMPs の実運用の観点から
注目に値する。

7. まとめ
　本稿では、maDMPs の定義、要件および関連技術
の動向を、背景であるDMPの動向も踏まえて概説し
た。2020年7月執筆時点では、maDMPsは具体的な共
通規格やプロトタイプの開発など、コンセプトの具体
化にとどまっているが、今後は研究データ管理の現
場と協調しながら、拡張とアップデートが重ねられ
ていくだろう。ミクサ氏らは、ホワイトペーパーの中
でmaDMPsはボトムアップ的アプローチが適切であ
ると述べている（21）。DMPがデータライフサイクルの
情報源として真に活用され、オープンサイエンスが
推進されていくためには、ライブラリアンなど学術
組織の現場で業務にあたる立場からいかにmachine-
actionableのコンセプトを理解し、自機関のシステム
に導入していくかが重要である。国内でも machine-
actionable というコンセプトをいかに実現していく
かの議論が学術組織やライブラリアンなどによるコ
ンソーシアムの中で活発化し、世界でも類を見ないよ
うな事例が生まれることを期待したい。
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